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YOSAKOI 夢舞台 in 和木
　9月2日、文化会館にて、和木紅鴉主催による
「YOSAKOI夢舞台in和木」が開催されました。
　この夢舞台には、近隣から8団体が参加し、華麗
で力強い舞で多くの観客を魅了しました。

和木紅鴉　和みの舞和木紅鴉　和みの舞

はばたけ紅の鴉た ち よ ！は ば た け紅の鴉た ち よ ！



平
成
19
年
第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会

平
成
19
年
第
4
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら
9
月
19
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

報
告
5
件
、同
意
1
件
、認
定
1
件
、議
案
7
件
、発
議
1
件
、意
見
書
1
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
8
号　
【
承
認
】

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
9
号　
【
承
認
】

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
10
号　
【
承
認
】

　

�

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

に
つ
い
て

報
告
第
11
号　
【
承
認
】

　

�
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会

の
経
営
状
況
に
つ
い
て

報
告
第
12
号　
【
承
認
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）に
関
す
る
専
決
処
分

に
つ
い
て

同
意
第
3
号　
【
承
認
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
藤
上
紀
子
さ
ん
を
任
命
す
る
も
の

認
定
第
1
号　
【
承
認
】

　

�

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
31
号　
【
可
決
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て

※�

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
9
1
，7
1
0
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

4
，4
8
1
，8
4
1
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
32
号　
【
可
決
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
33
号　
【
可
決
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
34
号　
【
可
決
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
35
号　
【
可
決
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

議
案
第
36
号　
【
可
決
】

　

�

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
和
木
町

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
郵
政
民
営
化
に
伴
う
字
句
の
変
更

議
案
第
37
号　
【
可
決
】

　

和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

発
議
第
5
号　
【
継
続
】

　

�

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

意
見
書
案
第
3
号　
【
可
決
】

　

�

住
民
生
活
を
支
え
る
道
路
整
備
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

9
月
15
日
山
口
県
消
防
学
校
で「
第
54

回
山
口
県
消
防
操
法
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

第
1
分
団（
和
木
）が
応
急
操
法
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
で
第
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
と
き
お
り
風
が
激
し
く
吹
く
悪

天
候
で
、選
手
の
皆
さ
ん
も
放
水
に
苦
戦
さ

れ
ま
し
た
が
、す
ば
ら
し
い
成
績
を
修
め
ら

れ
ま
し
た
。選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

教育委員に任命された
藤上紀子さん

和木第一分団

ま
ち
の
話
題

県
消
防
操
法
大
会
で

第
３
位
に
入
賞
！
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7
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
前
和
木
町
議

会
議
長
の
杉
本
孝
夫
さ
ん
へ
、地
方
自
治

へ
の
多
大
な
功
績
に
よ
り
、栄
え
あ
る
旭

日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
、平
成
7
年
に
町
議
会
議

員
に
初
当
選
さ
れ
、以
来
4
期
12
年
余
り

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、そ
の
間
、平
成
15
年

か
ら
は
副
議
長
を
、平
成
17
年
か
ら
は
議

長
を
務
め
ら
れ
、町
の
教
育
・
文
化
、産
業

経
済
、福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

9
月
8
日
、河
内
キ
ヨ
ノ
さ
ん（
和
木
2

丁
目
）が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

古
木
町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
内
さ
ん
は
、現
在
、清
和
会
に
所
属

し
、友
人
と
お
話
を
し
な
が
ら
の
再
生
封
筒

作
り
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け
ら
れ
、い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

　

9
月
19
日
、J
R
西
日
本
広
島
支
社

は
、和
木
4
丁
目
に
建
設
中
の
新
駅
の
名

称
を
、本
町
の
要
望
ど
お
り「
和
木
」（
わ

き
）に
決
定
し
ま
し
た
。

　

和
木
町
に
初
め
て
で
き
る
駅
で
あ
り
、地

域
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、ま
た
、末
永

く
親
し
ま
れ
る
駅
と
な
る
よ
う
、所
在
地
名

の「
和
木
」に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
15
日
、文
化
会
館
で
町
内
在
住
で

昭
和
10
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方（
年
度
末
で
73
歳
以
上
の
方
）8
6
9

名（
男
性
3
1
3
名
、女
性
5
5
6
名
）を

対
象
に「
敬
老
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
古
木
町
長
は
、「
多
年
に
わ
た

り
和
木
町
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
、今
日
の
郷
土
の
繁
栄
の
礎
を
築
い
て

こ
ら
れ
ま
し
た
先
輩
方
が
一
同
に
会
し
、

和
木
町
敬
老
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
、心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。」と
あ
い
さ
つ
。代
表
の
方
に
長
寿
の

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は「
噂
の
京

太
郎
」の
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
。女
形
で
の

華
麗
な
舞
や
、人
を
引
き
付
け
る
会
話
に

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

9
月
21
日
、わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
、和
木

演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
山
﨑
博
司
会
長
）に
よ

る
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、舞
踊（
無
法
松
の
一
生
・
流

転
）、民
謡（
長
良
川
・
全
日
本
総
囃
子
音

頭
）、フ
ラ
ダ
ン
ス（
ミ
ス
タ
ー
ホ
ノ
ル
ル
）、股

旅
芝
居（
矢
切
の
渡
し
）、童
謡（
と
う
り
ゃ

ん
せ
等
）、夢
芝
居（
浪
花
節
だ
よ
人
生

は
）、遊
戯（
き
よ
し
の
ソ
ー
ラ
ン
節
）と
、盛

り
沢
山
の
内
容
に
入
所
者
の
方
々
は
大
変

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

〈対象者年齢別一覧〉
男性 女性

今年度80歳に
なられる方 18名 28名

今年度88歳に
なられる方 5名 19名

今年度95歳に
なられる方 0名 5名

今年度99歳に
なられる方 1名 0名

《
わ
き
あ
い
あ
い
苑
敬
老
会
》

《
和
木
町
敬
老
会
》

河内キヨノさん

遺族代表として勲章を受けとられた
杉本百合子さん（右）

88歳代表者の
三分一サツ子さん

駅舎建設現場のようす

会場が笑いに包まれた「夢芝居」

故 

杉
本
孝
夫
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

新
駅
の
名
称

「
和
木
」に
決
定
！

長
寿
を
祝
福
！
敬
老
会

ま
ち
の
話
題
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Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ・ス
ポ
ー
ツ

和
木
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
メ
ダ
ル
72
個
を
寄
贈

　

9
月
2
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
第
14
回
和
木
町
近
郊
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

近
郊
12
チ
ー
ム
の
参
加
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、読
売
セ

ン
タ
ー
岩
国
東
所
長
の
中
津
井
学
さ
ん

が
、後
援
と
し
て
、メ
ダ
ル
合
計
72
個
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
津
井
さ
ん
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
和
木
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
発
展
の
た
め
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
宝
く
じ
助
成
金
で
ゴ
ー
ル
を
購
入

　

こ
の
大
会
で
は
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ

り
購
入
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
用
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
2
組
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
購
入
し
た
備
品
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
和
木
町
秋
季

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日　

時
▼
10
月
20
日
㈯
8
時
30
分
～
13
時

※�

雨
天
の
場
合
は
10
月
27
日
㈯
に
延
期
の

予
定

会　

場
▼
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

主　

催
▼
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ク
ラ
ス
分
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼�

¥
1
，
0
0
0
円
／
ペ
ア

　
　
　
　
（
当
日
徴
収
）

試
合
方
法
▼�

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競

技
規
則

申
込
み
▼�

体
育
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
用
紙

が
あ
り
ま
す
。

締
切
り
▼
10
月
12
日
㈮

問
合
せ
▼
杉
本
勝
行（
☎
31

－

4
6
2
5
）

　
　
　
　

※
平
日
は
19
時
以
降
在
宅

体
育
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

11
月
3
日
㈯　

体
育
セ
ン
タ
ー

11
月
4
日
㈰　

体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

町
民
庭
球
場

　

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
52

－

2
8
1
1
）

　

9
月
20
日
、文
化
会
館
で
行
政
自
治
懇

話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、年
3
回
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、町
内
全
23
地
区
の
自
治
会
長
と
、

古
木
町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が
出
席

し
、意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、出
前
公
聴
会
の
開

催
、岩
国
米
軍
基
地
再
編
に
関
す
る
法
令

等
の
施
行
に
つ
い
て
、姉
妹
都
市
恵
庭
市
か

ら
の
派
遣
職
員
に
つ
い
て
、J
R
和
木
駅
設

置
工
事
の
工
程
に
つ
い
て
、各
種
公
共
事
業

（
広
岩
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
、国
道
2
号

線
榮
橋
の
架
け
替
え
、引
込
み
線
の
撤
去
、

和
木
ト
ン
ネ
ル
、中
道
の
改
良
工
事
）の
進

捗
状
況
等
、7
項
目
に
つ
い
て
行
政
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
治
会
長
か
ら
は
、J
R
和
木
駅

設
置
工
事
や
、交
通
安
全
に
つ
い
て
の
提
案

や
要
望
が
出
さ
れ
、活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
20
日
、全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た

「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」に
、和
木
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会（
沖
道
明
会
長
）の
町
内
7

グ
ル
ー
プ
の
会
員
が
参
加
し
、体
育
セ
ン
タ
ー

で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

（
山
﨑
博
司
会
長
）や
婦
人
会（
西
田
敏

子
会
長
）の
会
員
も
参
加
し
、「
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
」に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、奉
仕
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宝くじ助成金で購入した
ジュニア用サッカーゴール

出発式のようす

自
治
会
長
と
意
見
交
換  

行
政
自
治
懇
話
会

ま
ち
の
話
題

老
連
主
催
で
奉
仕
作
業

ま
ち
の
話
題
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第10回　蜂ヶ峯
クロスカントリー大会のご案内
日　時 ▼平成20年1月14日（成人の日）

　　　　10時　　　開会式

　　　　10時30分　スタート

会　場 ▼和木ゴルフ倶楽部

　　　　蜂ヶ峯総合公園

競技種目・参加料 ▼

競技種目 距離 参加料

一般男子

10㎞、5㎞ 3，000円一般女子

壮年男女

中学生男女 5㎞

800円中学生女子 3㎞

小学生男女 2.2㎞

申込期限 ▼11月30日㈮

問合せ ▼体育センター（☎52−2811）

教育委員会では次のとおり
指導員を募集しています。

勤務内容 ▼児童の遊びや学習習慣等の指導
勤務時間 ▼

　登校日　　　　13時～18時
　土曜日　　　　 8時～12時30分
　長期休業日等　 8時～18時
　（上記時間のうち、8時間もしくは4時間）
賃　金 ▼日額6,600円（半日3,300円）
募集人数 ▼若干名
資　格 ▼

　保育士、教諭および児童の遊びを指導する
者（児童厚生員）の資格を有する健康な方。
応募方法 ▼

　10月19日㈮までに、履歴書（市販用紙、写
真添付）・資格証明書の写しを教育委員会（文
化会館内）に提出してください。
問合せ ▼教育委員会（☎53－3123）

わきっこクラブ（留守家庭教室）
～ 指導員募集！～
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和木町地球温暖化対策実行計画　　
～ 和木町エコプラン ～　結果公表

　町では、平成 11 年 4 月に施行された「地球温暖化対策の推進に関する法律」で策定が義務づけられた「実

行計画」を平成 18 年に策定し、小学校・中学校を除く町内公共施設で積極的な取り組みを行っているところです。

　役場庁舎など公共施設から排出される温室効果ガスを基準年である平成 16 年度と比較して、平成 22 年度まで

に 6% 削減することを目標として掲げています。そこで、エコプランに基づき下記のとおり公表いたします。

平成 18 年度温室効果ガス排出量
（㎏－CO2）

平成 16 年度温室効果ガス排出量
（㎏－CO2）

増減量
（㎏－CO2）

増減
（％）

787,520.070 796,287.583 ▲ 8,767.513 ▲ 1.10
　※この数値の算出方法は、環境省温室効果ガス総排出量の算定支援システムを用いています。http://www.env.go.jp/

　温室効果ガスを削減するために、公共施設に勤務する職員・業務委託者等関係者が一体となって行うべき行動

を決め、その行動ができたかどうかを総合的に判断したものが次の表です。

項　　　　目 判　　定

電気使用量の削減

照明 ○
ＯＡ機器等 △
電気機器の購入 △
省電力機能 △
冷暖房機器 ○
節約の周知 △
時間外冷暖房 ○
時間外一斉消灯 △
ノー残業デー △
ノーネクタイ運動・一枚重ね着運動 ◎

ガス使用量の削減 ×
灯油使用量の削減 ×
ガソリン使用量の削減 ×
軽油使用量の削減 ×
マイカー通勤の自粛 ○
紙の使用量の抑制及び購入量の削減 ◎
廃棄物の排出抑制並びに排出の削減 △

リサイクルの推進
再生紙購入率 ○
グリーン製品購入率 ○

公用車の低公害化（保有割合） ◎
緑地保全 △
水循環の促進 △
資源分別回収の推進 ○
公共交通機関利用の推進 △
美化活動への積極的な参加 ○
敷地内の自然環境への配慮 ○

　　※ 判定　◎ : 達成　○ : ほぼ達成　△ : どちらとも言えない　×: 未達成
　　※ この評価は、各課等内で指名された推進員の評価を集計したものです
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【 評 価 】
　全体的に見ると温室効果ガスは微量ですが、削減することができました。しかしながら、施設によっては、増
加した施設も見られ、場所や状況によって地球温暖化に対する意識の差が見られます。
　また、灯油等燃料の使用量が増加した理由としては、多くの人が利用する施設にその傾向が見られます。こ
のような施設では、特に冷暖房の使用が大きく影響するため、町民の皆さんのご協力なくして地球温暖化対策
としての削減はできません。
今後は、利用される皆さんに周知を図り、冷暖房の設定温度や使用期間を守ることにより削減を目指していき
たいと考えます。（注 1 参照）
　また、下記の数値につきましては、役場等公共施設で使用した量を品目別に目標数値（おおむね△ 6％）を
設定しています。

ガソリン使用量

平成 18 年度（） 平成 16 年度（基準年度）（） 増減量（） 増減（％）
12,252 12,119 133 1.10

灯油使用量

平成 18 年度（） 平成 16 年度（基準年度）（） 増減量（） 増減（％）
82,096 79,036 3,060 3.87

軽油使用量

平成 18 年度（） 平成 16 年度（基準年度）（） 増減量（） 増減（％）
11,742 11,575 167 1.44

ガス使用量

平成 18 年度（） 平成 16 年度（基準年度）（） 増減量（） 増減（％）
10,046 9,344 702 7.51

電気使用量

平成 18 年度（kWh） 平成 16 年度（基準年度）（kWh） 増減量（kWh） 増減（％）
1,306,527 1,357,294 ▲ 50,767 ▲ 3.74

　※各品目の使用量と CO2 量は一致しません。詳しくは、環境省 HP をご覧ください。http://www.env.go.jp/

注 1）設定温度　冷房 28℃　暖房 20 度
　　　使用期間　冷房  6 ～ 9 月で設定温度を上回る気温の場合
　　　　　　　　暖房 11 ～ 3 月で設定温度を下回る気温の場合

【 今後の見通し 】
　平成 19 年 5 月に文部科学省より、小学校・中学校を地球温暖化対策実行計画の対象とするよう通知があり、
平成 20 年度より対象に加えることを目指し、現在、計画中です。
　また、現在、計測している温室効果ガスの範囲をより拡大し、きめ細かなデータ収集を行うことにより「京都
議定書」で定められた 6％削減に向けた対策を検討中です。
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わき愛あいフェスティバル
前夜祭カラオケ大会

日　時 ▼11月3日㈯
　　　　予選　12時～ 16時
　　　　本選　18時30分～ 21時30分
場　所 ▼文化会館
特別ゲスト ▼ �和木町民踊部、四境太鼓保存会、

日本舞踊、国際空手道育成会
申込先・問合せ ▼ �

10月8日㈷までに教育委員会へ（定員65名）
教育委員会（☎53－3123）
　※ 出場される方は、共同募金1,000円のご協

力をお願いします。
ゲスト ▼大樹いつか
<曲目>
　①恋・・・雪月花
　②夢人形
　③大江戸喧嘩花
　④ひとり薩摩路
　⑤じょんがら恋歌
　⑥感謝状～母へ贈る
　　　　　メッセージ～

〈
展
示
会
〉

展
示
期
間
▼�

10
月
18
日
㈭
～
11
月
18
日
㈰

10
時
～
17
時

会　

場
▼�

和
木
美
術
館
（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）

期
間
別
展
示
会
の
ご
案
内

■
10
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

　

・
和
木
（
や
わ
ら
ぎ
）
の
里
愛
石
会

　

・
機
械
編
み
教
室

■
10
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

　

・
翠
洋
書
道

　

・
明
水
書
道

　

・
総
合
書
道

　

・
陶
芸
教
室

　

28
日
㈰
小
笠
原
流
煎
茶（
10
時
～
15
時
）

■
11
月
2
日
㈮
～
4
日
㈰

　

・
池　
　

坊

　

・
専
心
池
坊

　

・
草�

月�

流

　

・
俳
句
教
室

　

4
日
㈰
裏
千
家
抹
茶
（
10
時
～
15
時
）

■
11
月
8
日
㈭
～
11
日
㈰

　

・�

あ
ざ
み
の
会

　
　
（
ち
ぎ
り
絵
、
く
る
み
人
形
）

　

・
和
木
短
歌
会

　

・
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

■
11
月
15
日
㈭
～
18
日
㈰

　

・
和
木
美
術
ク
ラ
ブ

　

・
子
供
絵
画
教
室

　

・
木
彫
（
徳
永
達
雄
）

　

・
木
彫
（
米
元　

豊
）

２
０
０
７
年
和
木
町
文
化
協
会
文
化
祭

〈
芸
能
祭
〉

期　

日
▼
11
月
11
日
㈰

式　

典
▼
12
時
30
分
～　

芸
能
祭
13
時
～

会　

場
▼
文
化
会
館

出
場
団
体
名

　
○�

大
正
琴
（
琴
伝
）

　
○�

馨
風
流
詩
舞
道

　
○�

民
踊
（
関
ヶ
浜
分
館
ひ
ま
わ
り
）

　
○�

レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

　
○�

民
謡　

か
お
り
会

　
○�

日
本
舞
踊

　
○�

和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

　
○�

民
踊　

す
み
れ
会

　
○�

四
境
太
鼓

　
○�

フ
ラ
・
イ
カ
ラ
ッ
ツ
ィ（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
）

　
○�

和
木
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
関
ヶ
浜
教
室

　
○�

和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

　
○�

和
木
公
民
館
民
踊
部

　
○�

馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

　
○�

和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
○�

社
交
ダ
ン
ス
（
金
曜
会
）

　
○�

童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」

　
○�

コ
ー
ラ
ス
「
あ
ひ
る
」

　
○�

こ
す
も
す
グ
ル
ー
プ

　
○�

箏
・
三
絃
生
田
流
正
派
邦
楽
桃
の
会

　
○�

尺
八
講
座

　
○�

和
木
紅
鴉

　
○�

不
二
心
流
吟
詠

　
○�

ナ
ニ　

モ
ハ
ラ（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
）

問
合
せ
▼
文
化
協
会（
☎
52

－

2
1
9
1
）
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図書館
行事案内

利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ　５４－０２２２　　ＦＡＸ　５４－０２７８

10月の休館日 1日㈪・8日㈷・15日㈪･22日～29日（蔵書点検）
http://www.waki-toshokan.jp/
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「
親
子
ほ
っ
と
ほ
っ
と
教
室
」

オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
工
場
見
学
で“
お
好
み
焼
き
”作
り
秘
技
修
得

　

8
月
31
日
、「
コ
ミ
セ
ン
夏
休
み
企
画
」
と
し
て
、
広

島
市
西
区
の
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
（
株
）
の
工
場
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
最
後
の
日
と
あ
っ
て
宿
題
を
早
め
に
済
ま
せ
、

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
児
童
と
保
護
者
約
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

工
場
に
着
く
と
、
ビ
デ
オ
で
会
社
紹
介
や
オ
タ
フ
ク
商

品
の
原
料
調
達
か
ら
製
品
出
荷
ま
で
の
流
れ
を
知
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
工
場
内
の
生
産
ラ
イ
ン
を
見
学
し
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
や
衛
生
管
理
体
制

を
見
て
感
心
し
ま
し
た
。
当
然
、見
学
者
も
髪
の
毛
が
落
ち
る
の
を
防
止
す
る
帽
子
を
か
ぶ
り
、

エ
ア
ー
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
所
々
に
地
球
環
境
保
護
に
配
慮

し
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
楽
し
み
に
し
て
い
た
“
お
好
み
焼
き
”
作
り
に
挑
戦
で
す
。
優
し
い
お
姉
さ
ん
の

指
導
の
下
、
子
ど
も
た
ち
は
、
生
地
の
作
り
方
か
ら
野
菜
の
切
り
方
な
ど
、
将
来
は
「
お
好
み

焼
き
屋
さ
ん
」
で
も
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
気
分
で
し
た
。
そ
う
し
て
で
き
た
“
お
好
み

焼
き
”
を
完
食
し
て
、
お
み
や
げ
を
い
た
だ
い
て
一
日
の
見
学
が
終
わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

“
四
境
太
鼓
”演
奏
に
磨
き
！

　

結
成
以
来
18
年
目
（
平
成
2
年
結
成
）
を

迎
え
た
四
境
太
鼓
保
存
会
が
活
発
に
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
と
大
人
、そ
し
て
太
鼓

と
笛
の
競
演
に
特
色
が
あ
り
、見
る
人
に
興

味
と
感
動
を
与
え
る
演
奏
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
下
水
道
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
多
く
の
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
タ
前
夜
祭
の

カ
ラ
オ
ケ
審
査
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
作

詞
家
の
正
木
の
り
ゆ
き
先
生
の
45
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
招
待
さ
れ
、
プ
ロ
の
歌
手

や
多
く
の
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン
に
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
小
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

　

ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

く
れ
る
青
少
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
4
日
㈰
8
時
～
16
時
30
分

場　

所
▼
和
木
中
学
校
及
び
そ
の
周
辺

対　

象
▼
和
木
小
学
校
6
年
生

　
　
　
　

和
木
中
学
校　

生
徒

　
　
　
　

町
内
在
住
の
高
校
生

活
動
内
容
▼
北
海
道
産
直
バ
ザ
ー
の
準
備
、ス

テ
ー
ジ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、会
場
の
清
掃
他

申
込
方
法
▼
小
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
（
保

護
者
の
承
諾
、
捺
印
が
必
要
）
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
は
直
接
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

締
切
り
▼
10
月
12
日
㈭

問
合
せ
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会�

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

平
成
20
年
成
人
式

～
実
行
委
員
募
集
～

　

�　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
で

つ
く
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
対　

象
〉

　

�　

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
、
昭
和
63
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

〈
仕
事
内
容
〉

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
・
運
営

〈
成
人
式
日
時
〉

　

平
成
20
年
1
月
13
日
㈰

　

受　

付　

10
時
30
分
～

　

式　

典　

11
時
～
11
時
30
分

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

12
時
～
13
時

〈
問
合
せ
〉教
育
委
員
会�

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●演奏に磨きがかかる四境太鼓

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算355号

わき あい愛
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オーストラリアへ　　　　　

　　　　　ホームステイオーストラリアへ　　　　　

　　　　　ホームステイ

国
の
違
う
人
々

�

和
木
中
学
校
3
年　

宮
本　

幸
輝

　

僕
は
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
で
、

初
め
て
日
本
以
外
の
国
へ
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。15
年
間
も
日
本
に
こ
も
り
続

け
て
い
る
と
、や
は
り
日
本
以
外
の
国
の

イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
が
出
来
て
く
る
も
の

で
、僕
に
と
っ
て
の
外
国
は
、と
に
か
く
恐

く
て
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
い
う
人

の
集
ま
り
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
の
で

す
が
、こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
に
参

加
す
る
こ
と
で
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ひ
っ

く
り
返
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
め
て
対
面
し

た
時
、周
り
に
ま
だ
日
本
の
友
達
が
い
た

お
か
げ
で
、ぎ
こ
ち
な
い
な
が
ら
も
笑
顔

で
自
己
紹
介
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。し
か
し
、極
度
の
人
見
知
り
で
あ
る
僕

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
着
く
と
、

さ
っ
き
の
笑
顔
が
ウ
ソ
の
よ
う
に
顔
が
カ

チ
ン
コ
チ
ン
に
固
ま
っ
て
し
ま
い
、ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
僕
に
話
し
か
け
て
く
る

だ
け
で
、心
臓
が
爆
発
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ぐ
ら
い
緊
張
す
る
始
末
で
し

た
。そ
ん
な
こ
と
で
、す
ぐ
に
打
ち
解
け
る

の
は
も
ち
ろ
ん
無
理
な
話
で
、最
初
の
3

日
・
4
日
は
、ベ
ッ
ト
に
入
る
た
び
に
1
人

で「
日
本
に
帰
り
た
い
」と
ば
か
り
思
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
ん
な
僕
を
ほ
っ
た

ら
か
す
こ
と
な
く
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

慣
れ
て
も
ら
う
た
め
に
ず
っ
と
話
し
か
け

て
く
れ
た
の
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
、

研
修
先
の
学
校
の
み
ん
な
を
中
心
と
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
全
て
の
人
々
で
し

た
。そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、日
本
で
も
見
せ

な
い
よ
う
な
ハ
シ
ャ
ギ
っ
ぷ
り
で
、僕
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。僕
だ
け
で
な
く
僕
の
同
級
生
も

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
の
は
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、や
さ
し
く
接
し
て

下
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
僕
は
、特
別
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

日
本
に
帰
る
数
日
前
に
、腹
痛
で
僕
は
1
日

入
院
し
た
の
で
す
が
、僕
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
、忙
し
い
中
何
回
も
お
見
舞
い
に
来

て
下
さ
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、そ
こ
の
学
校

で
仲
良
く
な
っ
た
友
達
も
来
て
く
れ
て
、感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、感
謝
す
る
こ
と
ば

か
り
で
、日
本
に
帰
っ
て
き
て
、「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
も
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い

な
」と
し
み
じ
み
思
う
う
ち
に
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
く
前
の
外
国
人
に
対
す
る
悪

い
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
今
ま
で
は
な
ぜ
外
国
人
と

い
う
だ
け
で
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が

浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

僕
に
と
っ
て
、も
う
1
つ
大
き
な
収
穫

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は「
夢
が
出
来
た
」

こ
と
で
す
。今
ま
で
自
分
に
夢
が
な
く
、

そ
こ
が
1
つ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
も
あ

っ
た
の
で
す
が
、今
回
こ
の
体
験
を
し
た

こ
と
で
外
国
人
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
、外

国
に
対
す
る
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
な
っ

た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、ま
た
外
国
に
行

っ
て
み
た
く
な
り
、通
訳
と
い
う
立
場
で

外
国
を
飛
び
回
っ
て
み
た
く
な
っ
た
の
で

す
。し
か
し
外
国
の
良
い
所
ば
か
り
見
つ

8月6日から20日にかけて和木中学校の生徒20名がオーストラリアで国際交流
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け
た
2
週
間
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、外

国
の
良
い
所
を
見
る
こ
と
で
日
本
の
良
さ

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
日
本
を

好
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
、親
に
む
り
や
り
行
か
さ
れ
た

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、今
ふ
り

返
っ
て
み
る
と
、行
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔

は
1
つ
も
な
く
、自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
、こ
れ
か
ら
の
一

生
に
全
部
関
係
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
僕
は
、と
て
も
充
実
し
た
意
味
の

あ
る
研
修
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、後
輩
達
に
も
こ
の
研
修
を
勧
め
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
体
験
は
僕
の
宝
物
で
す
。

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
違
い

�

和
木
中
学
校
３
年　

松
並　

裕
美
子

　

私
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、感

じ
た
こ
と
は
主
に
3
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
1
つ
目
に
感
じ
た
こ
と
は
、食
事
で

す
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
前「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
食
べ
る
量
が
多
い
よ
ー
」と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
し

た
。肉
類
、チ
ー
ズ
、炭
酸
飲
料
、チ
ョ
コ
レ
ー

ト
な
ど
カ
ロ
リ
ー
や
糖
分
が
多
く
、そ
し
て
、

そ
の
食
べ
も
の
自
体
の
量
が
と
て
も
多
く
て

「
ア
イ
ム　

フ
ル
」と
何
度
も
言
う
程
で
し

た
。さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、「
間
食
の
回
数
」

で
す
。日
本
で
は
、基
本
的
に
昼
食
と
夕
食

の
間
、つ
ま
り
3
時
ご
ろ
間
食
を
食
べ
た
り

食
べ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、私
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
通
っ
て
い
る
学
校
で
は
、8
時

半
く
ら
い
に
登
校
し
て
か
ら
正
午
に
な
る
ま

で
に
、「
間
食
の
時
間
」と
い
う
も
の
が
2
回

程
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、私
は
あ
ま
り

昼
食
や
夕
食
が
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
つ
目
に
感
じ
た
こ
と
は
家
の
広
さ
で

す
。や
は
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
人
口
密

度
が
低
い
せ
い
か
、一
つ
一
つ
の
部
屋
が

と
て
も
大
き
い
の
で
す
。私
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
は
4
人
家
族
な
の
で
す
が
、ホ

ス
ト
マ
ザ
ー
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
で
1
つ

の
部
屋
、ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
の
部
屋
・
ホ
ス

ト
ブ
ラ
ザ
ー
の
部
屋
と
そ
れ
ぞ
れ
に
割
当

て
て
あ
っ
て
、私
に
も
大
き
い
一
人
部
屋

を
割
当
て
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、庭
も

と
て
も
広
か
っ
た
で
す
。ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

が
あ
っ
た
り
し
て
、私
も
遊
ん
だ
り
し
ま

し
た
。私
の
訪
問
し
た
家
は
犬
2
匹
、イ
ン

コ
が
た
く
さ
ん
と
鶏
が
10
羽
く
ら
い
い
ま

し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
小
屋
も
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。日
本
で
は
犬
を
飼
う
な

ら
毎
日
数
回
散
歩
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

で
は
放
し
飼
い
を
し
て
も
、十
分
犬
た
ち

が
走
り
ま
わ
っ
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
よ

う
な
庭
で
、私
が
滞
在
し
て
い
た
2
週
間

で
は
散
歩
に
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
れ
に
、果
物
の
木
が
植
え
て
あ
っ

た
り
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
あ
っ
た
り
と
、

私
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。他
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
も
そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
ら
し

い
の
で
、さ
ら
に
驚
き
ま
し
た
。

　

3
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
達
が
と

て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。私

が
初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
て
い

る
時
、私
が
話
し
に
く
そ
う
に
し
て
い
る
と
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
か
ら「
飛
行
機
は
ど

う
だ
っ
た
？
疲
れ
た
？
」と
か
、「
日
本
の
学

校
っ
て
ど
ん
な
も
の
な
の
？
」と
か
私
に
話
す

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
り
、そ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
通
う
学
校
の
人
や
、バ
ス
の
人

達
も
冗
談
を
言
っ
た
り
し
て
そ
の
場
を
和
ま

せ
て
く
れ
た
り
、日
本
語
の
書
い
て
あ
る
本

を
出
し
て
私
に
日
本
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ

ま
し
た
。特
に
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、私
の
ガ

タ
ガ
タ
の
単
語
で
も
真
剣
に
聞
こ
う
と
し
て

く
れ
た
こ
と
で
し
た
。日
本
で
も
そ
う
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
達
も
と
て
も
接
し
や
す
い
人
達
で
し
た
。

　

他
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
ち
が

い
は
と
て
も
あ
っ
て
、私
も
少
し
と
ま
ど
っ

て
い
ま
し
た
が
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ
の

友
達
、親
せ
き
の
人
達
が
大
き
い
声
で
、ゆ

っ
く
り
と
発
音
し
て
く
れ
て
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。そ
れ
に
何
度
も
何
度
も
私
が

聞
き
返
し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
き
で

も
、身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
表
現
し
た
り
、そ
れ

で
も
理
解
で
き
な
く
て
謝
る
と「
気
に
し

な
い
で
」と
声
を
私
に
か
け
た
り
し
て
く
れ

ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
、い
ろ
い

ろ
と
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
度
に

「
ザ
ッ
ツ
オ
ッ
ケ
ー
」と
言
っ
て
は
げ
ま
し
て

く
れ
て
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

良
さ
を
感
じ
、日
本
の
良
さ
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
十
分
に
生
か
せ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、こ
の
研
修
に
か
か
わ
り
お
世

話
を
し
て
く
れ
た
方
々
に
、心
か
ら
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広い大地で動物とのふれあい

現地の子どもたちとの交流
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ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

○
息
は
ゆ
っ
く
り
吐
き
な
が
ら

○
気
持
ち
よ
く
伸
び
た
ら
10
数
え
る

○
痛
み
を
感
じ
る
ほ
ど
が
ん
ば
ら
な
い

○
反
動
は
つ
け
ず
、
ゆ
っ
く
り
ジ
ワ
っ
と

○
伸
ば
す
筋
肉
に
意
識
を
向
け
る

○ 

気
持
ち
よ
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
し
ば

ら
く
静
止
さ
せ
る

元気アップ教室

わき愛あいフェスティバル
よちよち赤ちゃんよーいどん！参加者募集！

幼 児 食 教 室
　お子さまの食事について、一緒に考え
てみませんか？
日　時 ▼11月15日㈭10時～ 13時30分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼ �幼児の食事についての話および

情報交換、調理実習
対象者 ▼1歳半～ 3歳の幼児とその保護者
定　員 ▼10組
　※ 定員になり次第申込みを〆切らせて

いただきます。
参加費 ▼材料費実費（400円程度）
持ってくるもの ▼

　母子手帳、エプロン、手拭タオル、ふ
きん、米0.5合、幼児用のスプーン、お箸、

エプロン等もご持参ください。

申込み ▼ �11月9日㈮までに保健相談セン
ターへ（☎52－7290）

　※ 食物アレルギー等がある場合は、申
込みの際にお申し付けください。

　よちよち歩きができるようになったお子さんのはじ
めての徒競走です。みなさんお誘い合わせの上、ぜひ
ご参加ください。
日　時 ▼11月4日㈰10時～ 11時
場　所 ▼中学校グラウンド内
対　象 ▼よちよち歩きができるお子さん
その他 ▼当日母推テント内で受付。
　　　　先着100名まで参加賞あり。
主　催 ▼和木町母子保健推進協議会
問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

ハーブを利用したヘルシークッキング
日　時 ▼10月19日㈮10時～ 13時
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼『ハーブでクッキング』
準　備 ▼材料費500円・エプロン・三角巾・ふきん
申込み ▼10月12日㈮までに保健相談センターへ　　
 （☎52－7290）
　※先着20名で締め切ります。

ウ
ォ
ｌ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

　

生
活
習
慣
病
対
策
や
ス
ト
レ
ス
発
散
の

た
め
に
手
軽
に
取
り
組
め
る
運
動
と
し

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。秋
に
な
る
と
日
差
し
も
和
ら
ぎ
、

紅
葉
な
ど
景
色
も
楽
し
め
る
の
で
、
少
し

遠
く
ま
で
足
を
運
ぶ
の
も
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
に
は
、安
全
・

安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
第
一
で
す
。
膝
や

腰
を
痛
め
た
り
、
疲
れ
が
た
ま
る
よ
う
で

は
、
歩
く
こ
と
が
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。け
が
や
故
障
を
防
ぎ
、

安
全
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
た
め
に
、
歩

く
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ

う
。か
ら
だ
の
筋
や
関
節
を
伸
ば
す
な
ど
、

簡
単
な
準
備
運
動
を
し
ま
す
。
特
に
、
寒

い
日
は
体
を
十
分
に
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、
外

に
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
歩
く
前
に
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ

①�

手
を
組
ん
で
、裏
返
し
、頭
上
へ
も
っ
て
い
き
、

ゆ
っ
く
り
と
体
を
ひ
き
あ
げ
る
。

②�

①
の
姿
勢
よ
り
、
少
し
足
を
開
き
上
体
を

ゆ
っ
く
り
横
に
倒
す
。
反
対
側
も
同
様
に
。

③�

片
足
で
か
ら
だ
を
支
え
、
反
対
側
の
足
を

後
ろ
へ
。
引
い
た
足
裏
を
地
面
に
つ
け
、
ふ

く
ら
は
ぎ
と
ア
キ
レ
ス
腱
を
伸
ば
す
。

④�
③
よ
り
さ
ら
に
足
を
後
ろ
に
下
げ
、
か
か
と

を
上
げ
る
。
も
も
の
裏
側
か
ら
足
全
体
を

伸
ば
す
よ
う
に
す
る
。

⑵
歩
い
た
後
に
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

①�

ふ
く
ら
は
ぎ
、
膝
の
周
り
、
ふ
と
も
も
は

血
液
を
心
臓
に
戻
す
イ
メ
ー
ジ
で
も
み
上
げ

る
。

②�

両
足
の
裏
を
合
わ
せ
て
、
つ
ま
先
を
つ
か
み
、

か
ら
だ
を
前
に
倒
す
。
内
も
も
と
股
関
節

が
伸
び
て
い
る
感
じ
を
意
識
す
る
。

③�

足
を
伸
ば
し
、
伸
ば
し
た
足
と
同
じ
側
の
手

で
足
指
を
つ
か
ん
で
引
き
寄
せ
る
。

④�

足
の
指
を
裏
の
ほ
う
へ
押
し
た
り
、
引
っ
張
っ

て
伸
ば
す
。

⑤�

指
の
つ
け
根
や
土
踏
ま
ず
を
押
し
も
み
す

る
。

⑥�

か
か
と
は
包
み
込
ん
で
さ
す
る
。
足
の
甲
や

足
首
を
ゆ
っ
く
り
さ
す
る
。

　

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
は
運
動
後
に
限
ら
ず
、
そ
の

日
の
疲
れ
を
明
日
に
持
ち
越
さ
な
い
た
め
の
習

慣
と
し
て
、
風
呂
上
り
や
寝
る
前
に
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
分
で
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
質

の
よ
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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　さんまと野菜を美味しく食べられ、カロリーも控え目で
す。 （食推１班　田川美智子）

しょうゆ 酒 片栗粉

５mm 幅

赤ピーマン
にんにくの芽

オイスター

ソース
しょうゆ 酒 さとう

→

→→

→ →

→








さんま�........................ 2尾
にんにくの芽�............. 2束
赤ピーマン�................ 2個
サラダ油�................. 適宜

濃口しょうゆ�.... 大さじ2/3
酒�.........................大さじ1
片栗粉�.................大さじ1
オイスターソース�.....大さじ2
濃口しょうゆ�.... 大さじ2/3
酒�.........................大さじ1
砂糖�................ 小さじ2/3

健 康 カ レ ン ダ ー（10月16日〜11月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

10月17日㈬ 1歳6ヶ月児健診 平成18年3月～ 4月生まれ 12：45～13：00

保 セ�

3歳児健診 平成16年9月～ 10月生まれ

� �　18日㈭ 妊婦さんのつどい 妊婦とその家族 � 9：30～11：30
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00

� �　19日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00～13：00

� �　25日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30～14：30

11月� 1日㈭ 健康相談 一般の方 � 9：30～10：30 体 育 セ ンター
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 保 セ� �　� 2日㈮ 献血 一般の方 10：00～15：30

� �　� 5日㈪ 健康相談 一般の方 � 9：30～10：00 関 ヶ 浜 分 館
� �　� 6日㈫ 健康相談(糖尿病） 血糖が高めの方 � 9：00～11：30

保 セ� �　� 8日㈭ 妊婦さんのつどい 妊婦とその家族 � 9：30～11：30
� �　12日㈪ キッズきっちん③ 小学３・４年生 13：30～16：30
� �　15日㈭ 幼児食教室 幼児とその保護者 10：00～13：30
保セ・・・保健相談センター

食推さんのおすすめメニュー

a

●作り方

（材料4人分） さんまのチンジャオ風

ｂ

200ml ･ 400ml 献血のお知らせ
　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。
現在、全国的に血液が不足しています。多くの
皆様のご協力をお待ちしています。
日　時 ▼11月2日㈮10時～ 11時45分
　　　　　　　　　13時15分～ 15時30分
場　所 ▼保健相談センター

「10 月 10 日は目の愛護デー」
　ノーテレビデー、ノーゲームデーという取り
組みをご存知ですか？子どもがいる家庭では、
他の刺激を減らして、家族のふれあいを大切に
しようという趣旨です。1日中テレビを消すと
ころまではいかなくても、興味がない番組のと
きは、テレビを消して目に対する刺激を減らし
ましょう。
　少し意識してまばたきすることで、目の乾燥
を予防できます。肩の上げ下ろしや、首をまわ
す運動などで筋肉の緊張をほぐし、循環をよく
することでも目は癒されます。

乳がんの検診はお早めに！
　19年度の乳がん検診対象者で、申込み済み
の方には5月に受診券つき通知書を配布してい
ます。平成20年3月31日までが受診券の有効期
限です。お早めに医療機関で検診を受けてくだ
さい。（検査可能な医療機関は、通知書に記載。）
受診するときは、必ず受診券を持参してくださ
い。

①さんまは頭と腹わたを取り除き、３枚おろしにする。
　５㎜幅の斜め切りにし、　の調味料をふっておく。
② 赤ピーマンはせん切りにし、にんにくの芽は３㎝の長さに

切る。
③ フライパンに油を熱し、①を加えて強火で炒め、カリっとし

てきたら②を加える。
　 全体に油が回ったら、　の調味料を加えて味をからめるよ

うにして炒める。

a

ｂ
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行

政

相

談

　

10
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
は
行
政
相
談

週
間

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く

国
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
10
月
15
日
㈪
か

ら
10
月
21
日
㈰
ま
で
の
1
週
間
を
「
行
政

相
談
週
間
」
と
し
、
各
種
の
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
週
間
の一
環
と
し

て
行
政
相
談
員
の
松
本
和
孝
さ
ん
（
和
木

5
丁
目
）
が
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
▼
10
月
18
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
▼
町
民
相
談
室（
☎
52

－

1
6
1
6
）

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
「
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」、「
制
度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
と
い
っ
た
相
談
ご
と
を
お
持
ち
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所
で
も
行

政
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
役

所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
話
、
手
紙
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
行
政
評
価
事
務
所

〒
7
5
3

－

0
0
8
8

山
口
市
中
河
原
町
6

－

16

�

（
☎
0
5
7
0

－

0
9
0
1
1
0
）

�

（

0
8
3

－

9
2
2

－

1
5
9
1
）

E
メ
ー
ル

�
110yam

aguchi@
som
u.go.jp

各

種

相

談

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
～
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼�

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

無
料
人
権
相
談
所
開
設

日　

時
▼
11
月
7
日
㈬
13
時
～
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

担
当
者
▼
地
元
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

そ

の

他

2₀
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
は
、国
民
年
金
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
・
学
生
・フ
リ
ー
タ
ー
の
方
な
ど

が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、役
場
で
国
民
年

金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。ま
た
、厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入
者（
第

2
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、第
2

号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、第
2
号
被
保
険
者
が
20
歳
に
な

っ
た
と
き
は
、加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
き
ち
ん
と

し
て
、保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
7
）

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す
!

①�

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変
わ
り

ま
す

　

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、週
所
定
労
働
時
間
の
長
短
に
か

か
わ
ら
ず
、原
則
12
月（
各
月
11
日
以
上
）

の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、平
成
19
年
10
月
1
日
以

降
に
離
職
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

②�

育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50
％
に
上

が
り
ま
す

　

給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の
40
％
か
ら
50

％
に
引
き
上
げ
ま
す
。（
休
業
期
間
中
30
％

+
現
場
復
帰
後
6
ヶ
月
20
％
）

　

平
成
19
年
3
月
31
日
以
降
に
現
場
復
帰

さ
れ
た
方
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

に
育
児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対

象
で
す
。

③�

教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が
変
わ

り
ま
す

　

被
保
険
者
期
間
3
年
以
上
20
％（
上
限

10
万
円
）と
な
り
ま
す
。（
当
分
の
間
、初
回

に
限
り
、被
保
険
者
期
間
1
年
以
上
で
受

給
可
能
）

　

平
成
19
年
10
月
1
日
以
降
に
指
定
講
座

の
受
講
を
開
始
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

問
合
せ
▼�

岩
国
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保

険
課�

（
☎
21

－

3
2
8
1
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居

申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

児童手当・児童扶養手当
現況届の提出をお早めに！
　児童手当等の現況届の提出をさ

れていない方は、受給資格があって

も手当を受けとることができませ

ん。早急に提出してください。

問合せ ▼保健福祉課

 （☎52－2135内線210）
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
相　

談
】

　

某
企
業
の
未
公
開
株
が
近
々
上

場
す
る
の
で
、必
ず
儲
か
る
か
ら
購

入
し
な
い
か
と
電
話
で
再
三
勧
誘

を
受
け
る
。大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

未
公
開
株
と
は
、証
券
取
引
所
や

店
頭
に
上
場
さ
れ
て
い
な
い
株
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。上
場
直
後
の
株

は
、初
値
が
公
募
・
売
出
価
格
を
大

き
く
上
回
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
、個
人
投
資
家
を
中
心
に
人
気
が

出
て
い
ま
す
が
、株
式
上
場
の
予
定

が
な
い
企
業
の
株
式
を
詐
欺
ま
が

い
の
勧
誘
で
販
売
す
る
事
業
者
も

あ
り
ま
す
。

　

未
公
開
株
は
、
譲
渡
制
限
が
あ

る
場
合
が
多
く
、
一
般
に
株
券
が

出
回
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
譲
渡
制
限
の
あ
る
株

を
取
得
し
て
も
、
当
該
未
公
開
会

社
の
取
締
役
会
で
承
認
さ
れ
な
い

限
り
名
義
変
更
を
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
株
主
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
対
処
方
法
】

　

未
公
開
株
を
営
業
と
し
て
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、未
公
開
株

の
発
行
会
社
か
、証
券
業
の
登
録
を

受
け
た
証
券
会
社（
金
融
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。勧
誘
を
受

け
た
場
合
は
、購
入
を
検
討
す
る
前

に
、こ
れ
ら
の
事
実
を
電
話
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

仮
に
上
場
決
定
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、株
価
等
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
変
動
す
る
も
の
で
す
の
で
、

将
来
の
動
き
を
正
確
に
予
測
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。こ
の
た
め
、「
上

場
間
近
で
、値
上
が
り
確
実
」と
い
っ

た
説
明
を
う
の
み
に
し
て
未
公
開
株

を
購
入
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で

す
。う
ま
い
話
に
惑
わ
さ
れ
ず
、慎
重

に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
っ
た

り
、
取
引
内
容
が
理
解
で
き
な
い

と
き
は
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

消費者生活相談
だより Vol.36

未公開株の　
　　勧誘に注意！

和

木

短

歌

教

室

夕
ぐ
れ
の
墓
園
に
と
も
る
灯
籠
の

　

炎
を
揺
ら
す
風
は
や
さ
し
く 

神
園　

静
美

ふ
る
里
の
熱
き
夏
空
見
上
げ
つ
つ

　

幼
き
わ
れ
の
い
に
し
え
し
の
ぶ 

田
渕
ハ
ネ
子

も
ぎ
た
て
の
赤
き
ト
マ
ト
は
太
陽
と

　

土
の
恵
み
の
甘
き
味
す
る 

広
宇
次
信
子

夜
ま
で
も
熱
い
地
球
が
月
面
に

　

映
し
出
さ
れ
て
皆
既
月
食 

横
川
美
代
子

ヒ
ッ
ト
曲
数
か
ず
残
し
阿
久
悠
逝
く

　

流
れ
く
る
歌
吾
も
口
ず
さ
む 

大
野　

千
尋

和
木
俳
句
教
室
句
会

︵
9
月
15
日
句
会
︶

鶏
頭
を
抱
き
術
後
の
師
を
見
舞
ふ 

陣
場　

孝
子

空
蝉
を
手
に
乗
せ
子
の
目
か
が
や
け
り 

浦　
　

盈
子

大
根
の
ふ
た
葉
大
き
な
露
を
乗
せ 

灰
岡
美
穂
子

台
風
の
真
っ
只
中
の
静
け
さ
よ 

平
岡　

菊
江

旅
人
に
煎
餅
貰
ふ
親
子
鹿 

与
三
本
愛
子

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

◆�

10
月
1
日
か
ら﹁
外
国
人
を
雇
用

す
る
場
合
の
ル
ー
ル
が
新
し
く

な
り
ま
す
。﹂

　

外
国
人
労
働
者（
特
別
永
住
者
を

除
く
）を
雇
用
す
る
場
合
、そ
の
氏

名
・
在
留
資
格
等
を
安
定
所
へ
届
け

出
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と
な
ら

な
い
短
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
、留
学
生

が
行
う
ア
ル
バ
イ
ト
、現
に
雇
い
入
れ

て
い
る
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
労
働
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

10
月
は
労
働
保
険
適
用
推
進
月

間
で
す
。

　

労
災
保
険
は
、労
働
者
が
業
務
上

の
災
害
や
通
勤
災
害
に
よ
っ
て
の
負

傷
、疾
病
障
害
、又
は
死
亡
の
場
合

に
、そ
の
労
働
者
や
遺
族
を
援
護
す

る
た
め
の
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、労
働
者（
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
も
対
象
）が
失
業
し
た
場
合
に
生

活
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、継
続

雇
用
や
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め

必
要
な
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

◆
障
害
者
就
職
面
接
会

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方
、

障
害
者
雇
用
を
考
え
て
い
る
企
業

の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
23
日
㈫
13
時
～
16
時

会　

場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

�

（
多
目
的
ホ
ー
ル
・
大
会
議
室
）

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

�

（
☎
21

－

3
2
8
1
）
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もっと減らせる生ごみ !　　　　　№ 2

　町民議会では、生ごみの減量に向けて生ごみ処理機器の補助やあっせんをしてきまし
た。減量化に向けて引き続きこれらの普及のため補助、あっせんに積極的に取り組んで
いきます。また、地域での生ごみ活用に取り組んでいる団体に対してコンポスト容器の
提供などを行っています。

コンポスト容器
　底の空いている筒状のプラスチック製容器です。庭や畑などの日当たり・

水はけのよい地面に容器の下部を埋めて設置し、生ごみと土を交互に入れて土

の中の微生物の働きで発酵・分解し、たい肥にします。

【対　象　者】　町内在住の方

【自己負担額】　小型（一般家庭用）　2,500 円

　　　　　　　　大型（多量ごみ用）　3,900 円　　

【申込み・問合せ】
　和木町快適環境まちづくり町民会議（住民サービス課内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 52 － 2135 内線 205

EM 処理容器
　15 リットル容量のプラスチック製容器です。EM 容器によく水切りした生

ごみを入れ、ボカシ（発酵資材）を全体にまんべんなく振りかけて、1 ～ 2 週

間でたい肥化させるものです。容器の底にたまる液肥は薄めて植物などに散布

したり、配水管・トイレに流したり消臭・水質浄化にも利用できます。

【対　象　者】町内在住の方

【自己負担額】　1 個　1,000 円

【申込み・問合せ】
　和木町快適環境まちづくり町民会議（住民サービス課内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 52 － 2135 内線 205

和木町のごみ事情

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

日　

時
▼
10
月
14
日
㈰
8
時
～

　

※�

雨
天
の
場
合
は
10
月
21
日
㈰
に

延
期

○�

自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

○�

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○�

草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、

別
々
に
し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
交
差
点
の
近
く

に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

寄 

付
・
寄 

贈

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

今月の納税
町県民税�......................3期分

国民健康保険料...........4期分

介護保険料�..................4期分

町営住宅使用料........ 10月分

※納期内に納めましょう！

問合せ▶税務課

（☎52−2135内線203）

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

堤　
　

恵
子
さ
ん�

（
関
ヶ
浜
地
区
）

　

北
村　

友
雄
さ
ん�

（
横
浜
市
）

　

松
永　

貞
子
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

　

山
本
冨
士
子
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

　

見
越　

聡　

さ
ん�

（
瀬
田
地
区
）

日　

時
▼
10
月
14
日
㈰
8
時
～

　

※�
雨
天
の
場
合
は
10
月
21
日
㈰
に

延
期

○�

自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

○�

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○�

草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、

別
々
に
し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
交
差
点
の
近
く

に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

写真とは異なる場合があります

写真とは異なる場合があります
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わき Net No.7（H19.　9）わき Netわき Net環
境

地球温暖化対策編
 No.2<家庭でできる取り組み10項目>

⑥ 風呂の残り湯を洗濯に使いまわす
洗濯や庭の水やりの他、トイレの水に使っている人もいます。残り湯利用のために

市販されているポンプを使うと便利です。

　◆ 年間約7kgのCO2の削減 ◆ 年間で約4,200円の節約

⑦ ジャーの保温を止める
ポットやジャーの保温は利用時間が長いため、多くの電気を消費します。ごはんは

電子レンジで温め直すほうが電力の消費は少なくなります。

　◆ 年間約34kgのCO2の削減 ◆ 年間で約1,900円の節約

⑧ 家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を2割減らす
家族が別々の部屋で過ごすと、暖房も照明も余計に消費します。

　◆ 年間約238kgのCO2の削減 ◆ 年間で約10,400円の節約

⑨ 買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜を選ぶ
トレーやラップは家に帰れば、すぐゴミになってしまいます。買い物袋を持ち歩け

ばレジ袋を減らせます。

◆ 年間約58kgのCO2の削減 ◆ 資源節約

⑩ テレビ番組を選び、1日1時間テレビ利用を減らす
見たい番組だけを選んでみる習慣をつけましょう。

　◆ 年間約14kgのCO2の削減 ◆ 年間で約800円の節約

JCCCA全国地球温暖化防止活動推進センター（http://www.jccca.org/content/view/1053/678/）
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　町民の皆さまから様々なご意見をいただき、今後の

町政に反映させるとともに、開かれた町政を実現する

ため、出前公聴会を開催しています。

　普段思っておられることが気軽に話し合える、明る

く楽しい会にしたいと考えています。町民の皆さまの

ご来場をお待ちしております。

期間 開催場所 対象自治体

10月  2日㈫ 瀬田分館 瀬田１・２

10月  5日㈮ 瀬田３丁目集会所 つつじヶ丘

10月10日㈬ 和木１丁目集会所 上組、前組

10月11日㈭ 和木２丁目第１集会所 背戸場、下組

10月12日㈮ 和木２丁目第２集会所 中組、中開

10月13日㈯ 瀬田４丁目集会所 蜂ヶ峯

10月17日㈬ 和木２丁目第３集会所 山の手、三井化学・寮

10月18日㈭ 和木３丁目集会所 曙、加賀開、
新日本石油精製寮

10月19日㈮ 和木４丁目第２集会所 上灰場、中灰場、
新地（４丁目）

10月22日㈪ 和木５丁目集会所 沖灰場、新地（５丁目）

※ いずれの会場も、19 時からの開会予定です。

※  対象自治会の日時でご都合の悪い場合は、別の会

への参加をお願いいたします。

問合せ ▼企画総務課（☎ 52 － 2135 内線 306）

出前公聴会のお知らせ
～町民の皆さまのご来場をお待ちしています～ ～ 11月５日㈪からは　　　　　　

　　　　　　担当へ直接お電話を～

　これまでは、和木町役場（☎５２－２１３５）に
電話をかけていただくと、電話交換手等が電話
を取り次いでいましたが、１１月５日㈪からは直接
担当に電話をかけていただくことができるようにな
ります。

代表番号（兼　企画総務課）
☎ 52－ 2135　

企画総務課
☎ 52－ 2136　

税務課
☎ 52－ 2193　

住民サービス課
☎ 52－ 2194　

保健福祉課（福祉係）
☎ 52－ 2195　

　　〃　　（国民健康保険・年金・介護係）
☎ 52－ 2196　

都市建設課（住宅・都市計画・建築係）
☎ 52－ 2197　

　　〃　　（道路・公園・水道・下水道係）
☎ 52－ 2198　

収入役室
☎ 52－ 2199　

議会事務局
☎ 52－ 2137　

問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線306）

ダイヤルイン導入
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成19年9月1日現在

総人口　6,615人
 （－4）
世帯数　2,694世帯
 （－9）
和木町の面積　10.56

（－9） （＋5）
 3,282人　男 女　3,333人
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